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人がつなぐ地域と未来 

元気な農山漁村をつくっていきたい。農山

漁村の自然や景観の保全活動に関わりたい。 

農楽里（のらり）は、農山漁村づくりに関心

のある方、参加してみたい方、すでに参加して

いる方を対象に、県内各地の地域情報を発信

し、新たなコミュニケーションの場づくりを

提供する手づくりの情報誌です。 

最上伝承野菜 最上赤にんにく 

水土里ウォーク 

やまがたの食 

読者プレゼント 

キッチンカー tontocoton 
地産地消でとことん勝負！！ 

加茂地区 

 １９ 

住民が動くと地域が変わる 加茂ビジョンが描く未来図 
 

過疎化 

雪国の日常を未来へつなぐ 

 

里山ソムリエ 人が出会い、つながる場所「里山」 その魅力を伝える案内人 

 １６ 

 １４ 

 １２ 

 １０ 

 ８ 

 ６ 

 ４ 

表紙 

「わたしのすきな春の色」 

（撮影場所：庄内町） 

 第 30 回やまがた農村フォトコンテスト 

学生の部優秀賞  石﨑 叶芽 さん 

かほくさくらんぼ塾 まずは体験、そして実践・河北で農家を目指す 

ｎｏｒａｒｉは、山形県ホームページから

もご覧いただけます。 

（右記コードからアクセスできます。） 

水面に咲く歴史 田沢沼 

一般社団法人 雪と暮らし舎 

米沢市 南原地区 

真室川町 

鶴岡市 

河北町

「 

大石田町 

大雨被害の熊本県に農業土木職員を派遣 
 １８ 

最上地域 
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熊本県では、令和７年８月に記録的な大雨により甚大な被害

が発生しました。被害の発生を受け、農地・農業用施設等を早急に

復旧するため、熊本県では全国知事会に農業土木職員の派遣を

要請し、山形県では全国知事会及び熊本県からの要請に応じて、

地方自治法に基づき、県の農業土木職員を令和 8 年１月から３

月まで、1 か月交代で 1名ずつ計 3名を熊本県へ派遣しました。 

本県から派遣した農業土木職員は、被災地の一日も早い復旧・

復興を支援するため、他自治体からの派遣職員とともに、災害復旧

事業の補助率を決めるための市町村、農政局ヒアリングや災害復旧

事業進行管理のとりまとめなどの災害対応業務にあたりました。 

大雨被害の熊本県に農業土木職員を派遣 

[派遣職員より]災害派遣業務に従事して(川村技師、令和 8 年 1 月派遣) 

 

上天草市での仮設ポンプ確認 

 

災害派遣業務のため、私は１か月間熊本県庁に勤務

しました。派遣先では、約 2,900 件の災害査定を行う大

規模な災害復旧事業の現場で、市町村との調整業務を

担当させていただきました。現場で感じたことは、災害に迅

速に対応するためには、災害復旧事業の流れを理解する

職員が県、市町村共に一定数必要であるということです。 

今後は、この災害派遣での経験を、災害復旧事業の

研修や普段の会話を通じて共有し、今後本県などで災害

が発生した際に活かしていきたいと考えています。 

令和７年８月 10 日から 11 日にかけて

の記録的な大雨により、県内各地で農地や

農道の法面崩壊、水路の土砂堆積等が発

生。 

農地・農業用施設等の被害は 31 市町

村と広範囲に及び、12,000 箇所余りで被

害額 600 億円超と、平成 28 年熊本地

震、令和２年７月豪雨に匹敵する規模。 

 

補助率を決めるためのヒアリング（川村技師、右から 2番目） 

県出先機関への事務説明会での説明 

～県職員の業務レポート～ 

熊本県の大雨災害 

 

 

 

 

 

農地等の冠水 
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１９ 

〒９９０－８５７０ 

山形市松波２-８-１ 

山形県農林水産部農村計画課 

ｎｏｒａｒｉ 事務局 行 

※写真はイメージです。 

プレゼントと写真のデザインが異なる 

場合がございますのでご了承ください。 

 

読者プレゼント希望欄 
プレゼント希望の場合は、「レ」を付けてください。 
応募締切は、２０２６年５月３１日（消印有効）です。 

地域活動情報をお寄せください。 

  

 

アンケートの回答フォームはこちら 

本誌６～７ページで紹介した「雪のおはぎ✳風花」の冷凍おはぎ８個セ

ットを３名様にプレゼント。 

ご応募は、下のアンケート回答フォームから回答いただくか、応募はがきに

記入してお送りください（はがき可）。本ページは山形県ホームページからも

印刷できます。 

 

 

※当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。 

※ご応募によって得られたアンケートの情報は、個人情報を含まない形で誌面への

公表等に使用させていただく場合があります。 

※プレゼントの応募締切は、2026 年 5 月 31 日です。 

発行 ｎｏｒａｒｉ編集委員会 

 〒990-8570 山形市松波 2-8-1 

 山形県 農林水産部 農村計画課 

 「ｎｏｒａｒｉ事務局」 Tel 023-630-3077 

協力 山形県農村振興技術連盟 

    山形県土地改良事業団体連合会 

 

８５円切手を 

お貼りください 

氏名 

住所 〒     －          

 

電話番号      －        － 

読 者 プ レ ゼ ン ト 

『健康管理』 
 

私も世に言う高齢者となった。 

そのため、健康には人一倍気を使い、栄養、運動、睡

眠など十分に考えて生活している。 

少し咳が出ると肺がんを疑いすぐ内科医へ、少し頭が

痛いと脳梗塞を疑いすぐ脳外科医へ、吹き出物のような

ものが出ると皮膚がんを疑いすぐ皮膚科医へ。 

万が一のことを考え、体の異変に細心の注意を払って

生活しているが、先日腹の調子が悪くなり、少し吐き気が

し、胃に痛みを感じた。「胃がんか？！」と慌てて病院へ行

った。 

診察が終わると医者から次のように言われた。 

 

「神経性の胃炎でしょう。何かストレスありませんか？

何か気になる事とか、心配事とかありませんか？」 

 

アンケートにご協力ください 

Ｑ１ 本誌の内容はいかがですか？ 

        おもしろい      普通      つまらない 

Ｑ２ 皆さんの活動や産品で本誌に掲載してみたいものがあり

ましたらご記入ください。 
 
 

Ｑ３ 本誌に関するご意見をご記入ください。 

最上地域のめぐみを活かした 

「雪のおはぎ✳風花」 
冷凍おはぎ８個セット 

アンケートの回答フォームはこちら 

ヤ
レ ヤ

レ 

※冷凍おはぎの容器は写真とは異なります。 

 ３名様 

山形県ホームページから norari のバックナンバーをご覧 

いただけます。右記コードからアクセスしてください。 
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元
気
な
農
村(

む
ら)

づ
く
り
総
合
支
援
事
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は
、
地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！ 

 
地区の未来を考える 明治

め い じ

地区（山形市） 

明治地区は山形市の北西部に位置し、山形盆地のほぼ中央を流れる須川に、白川（馬見ヶ崎川）

と立谷川が合流する場所です。山形市山寺から西川町間沢を結ぶ「さくらんぼサイクリングロード」が

地区内を通り、西に「月山」、「朝日連峰」、「葉山」、東に「蔵王」を一望しながらサイクリングを楽しむ

ことができます。 

令和７年２月に開催した地域づくり講演会をきっかけに立ち上げた「明治地区の未来を考える会」

が発起人となり、地域住民が一堂に会して持続可能な地域づくりについて話し合う、ワークショップに

取り組んでいます。１回目のワークショップでは、数班に分かれて現場を歩き、気づいたことを点検マ

ップにまとめました。２回目のワークショップでは、明るく元気で住みやすい明治地区の実現に向け、

前向きな提案を出し合います。この取組みでまとまった成果は、今後の明治地区の地域づくりに活か

していく予定です。 

 元気な農村（むら）づくり総合支援事業は、地域が主体となって取り組む地域づくりを応援するも

のです。地域で実施する話合いや地域での活動を進めたいが、誰に相談したらよいかわからない。

悩める市町村の担当者や地域の皆さん、そんな時は下記の窓口にお気軽に相談してください。 

現状を理解する 

自ら地域を発見する 

参加したくなる 

先ずは関心をもつ 

動き出す 

お問い合わせ先 村山総合支庁 農村計画課 TEL 023-621-8389 最上総合支庁 農村計画課 TEL 0233-29-1339 

置賜総合支庁 農村計画課 TEL 0238-26-6056 庄内総合支庁 農村計画課 TEL 0235-66-5549 

県庁農村計画課 農村づくり担当 TEL 023-630-2948 

発
展
の
階
段 




